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ま女子
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見
な
れ
な
い
持
ち
物
や
衣
服
を
捕
っ

て
い
る
。
外
出
、
外
泊
が
多
く
な
る
。

下
葉
に
関
心
が
強
く
な
り
、
派
手
な
も

の
を
つ
け
た
が
る
。
こ
の
よ
う
な
お
子

さ
ん
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
ん
な
と
き
は

要注意　－。
夏
休
み
中
は
、
掌
紋
生
活
か
ら
の
開

放
で
、
非
行
に
定
る
青
少
年
が
増
え
ま

す
。
「
う
ち
の
子
に
限
っ
て
」
と
思
う

衰
え
に
、
非
行
少
年
が
ゐ
な
た
の
家
庭

か
ら
、
あ
な
た
の
地
域
か
う
で
な
い
よ

う
、
今
一
虞
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

四
国
田
圃

犯
魔
実
例
（
最
近
折
尾
番
寮
薯
管
内

で
覚
生
し
た
も
の
）
は
、
折
尾
警
察
署

防
犯
練
少
年
係
か
ら
広
報
資
料
と
し
て

提
供
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

（
実
例
1
）

中
・
青
生
の
売
春

▼
中
学
生
A
、
B
（
と
も
に
十
五
歳
）

を
家
出
人
と
し
て
保
護
し
た
と
こ
ろ
、

両
名
と
も
が
一
万
円
以
上
の
金
を
所
持

し
て
い
た
。

▼
そ
の
金
の
出
所
を
追
及
し
た
と
こ

ろ
、
A
、
B
と
も
か
い
と
も
簡
単
に
「

家
出
中
デ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
デ
ー
ト
媛
募

集
の
カ
ー
ド
を
見
て
、
デ
ー
ト
ク
ラ
ブ

で
売
春
し
て
い
た
」
と
話
し
た
。

▼
こ
の
デ
ー
ト
ク
ラ
ブ
を
売
春
防
止
法

遵
反
な
ど
で
手
入
れ
を
し
、
A
、
B
の

売
春
の
相
手
に
な
っ
た
会
社
員
二
人
を

福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
違
反
で

逮
捕
し
た
。

▼
手
入
れ
後
、
同
デ
ー
ト
ク
ラ
ブ
に
倒

あ
る
少
女
の
手
記

今
、
わ
た
し
は
篤
別
所
の
だ
だ

っ
広
く
て
寒
い
部
屋
に
一
人
で
座

っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
、
会
い

に
来
て
く
れ
る
か
な
。
会
い
に
来

て
く
れ
る
と
い
い
な
‥
…
。

お
の
こ
ろ
、
わ
た
し
は
一
人
ば

っ
ち
た
っ
た
の
で
す
。
お
父
さ
ん

は
仕
事
に
夢
中
、
お
母
さ
ん
は
う

る
さ
い
こ
と
ぽ
っ
か
り
。
そ
ん
な

生
活
が
い
や
で
、
あ
る
日
、
わ
た

し
は
少
し
ば
か
り
の
お
金
を
持
っ

て
家
を
出
ま
し
た
。

わ
た
し
は
盛
り
場
の
デ
ィ
ス
コ

に
い
ま
し
た
。
罷
っ
て
い
る
と
、

何
も
か
も
忘
れ
る
こ
と
か
で
き
ま

した。そ
ん
な
と
き
、
勇
の
人
に
や
さ

し
い
声
を
掛
け
ら
れ
、
ご
ち
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。
次
の
日
、
「
金
か

な
い
な
ら
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
言
う
の
で
、
合
わ
れ
る
ま
ま
に

つ
い
て
い
く
と
．
）
て
こ
は
デ
ー
ト

喫
茶
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
．
願

を
面
く
と
、
勇
の
人
と
セ
ッ
ク
ス

を
す
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
こ
と
で

した．で
も
、
お
金
も
な
い
し
、
ど
う

な
っ
て
も
い
い
と
思
っ
た
わ
た
し

は
半
ば
や
け
で
寛
容
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

一
度
は
逃
げ
よ
う
と
し
た
の
で

す
か
、
見
つ
か
り
、
さ
ん
ざ
ん
殴

ら
れ
ま
し
た
。
費
せ
い
剤
も
打
た

れ
、
あ
た
し
は
身
も
心
も
ポ
ロ
ポ

ロ
で
し
た
。

わ
た
し
は
、
お
巡
り
さ
ん
に
楠

導
さ
れ
た
と
き
、
正
直
ポ
ッ
と
し

た
の
で
す
。
も
う
、
あ
ん
な
生
活

は
い
や
で
す
。

お
母
さ
ん
、
早
く
会
い
た
い
‥
言

合
籍
鵜
行
」
の
中
か
ら
）

い
て
い
た
売
春
婦
十
人
を
保
護
し
、
調

べ
た
結
果
、
中
学
生
一
人
、
高
校
生
三

人
、
十
七
歳
の
少
女
一
人
が
判
明
し

た
。
こ
の
ほ
か
の
売
春
婦
の
職
種
は
、

女
子
短
大
生
二
人
、
主
婦
二
人
、
無
職

の
女
性
一
人
で
あ
っ
た
。

▼
保
護
し
た
中
学
生
三
人
と
も
が
家
出

中
で
、
売
春
の
動
機
を
「
自
分
の
身
体

で
金
を
稼
ぐ
の
で
あ
り
、
泥
棒
す
る
よ

り
い
い
」
と
話
し
て
い
る
。
ま
た
、
高

校
生
三
人
は
「
月
々
の
小
遣
い
銭
が
不

足
し
て
お
り
、
小
遣
い
銭
稼
ぎ
」
で
あ

った。
▼
こ
の
高
校
生
三
人
は
、
学
校
帰
り
そ

の
ま
ま
制
服
姿
で
デ
ー
ト
ク
ラ
ブ
に
行

き
、
そ
こ
で
私
服
に
着
替
え
、
一
、
二

人
の
客
を
取
り
、
牛
後
十
時
ご
ろ
に
は

帰
宅
。
そ
れ
も
通
二
、
三
回
で
あ
っ
た

た
め
、
親
な
ど
は
警
察
か
ら
連
絡
が
あ

る
ま
で
、
ま
っ
た
く
気
づ
か
な
か
っ

た。▼
十
八
歳
未
満
の
少
女
の
売

春
客
に
な
っ
た
者
三
十
七
人

（
延
べ
人
員
七
十
三
人
）

は
、
福
岡
県
青
少
年
保
護
育

成
条
例
違
反
で
検
挙
さ
れ
た
。
客
の
職

種
は
一
流
企
業
や
商
店
経
営
な
ど
が
主

で
、
中
に
は
、
預
金
の
大
部
分
を
使
用

し
た
者
も
い
ろ
。

▼
現
在
の
申
・
高
校
生
は
、
ま
っ
た
く

貞
操
観
念
が
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、

親
も
そ
れ
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
驚
き
は

ない。
▼
た
と
え
ば
、
五
、
六
年
前
は
、
警
察

官
に
自
分
の
娘
が
売
春
ま
た
は
性
交
の

経
験
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
母
親

は
、
そ
の
場
で
泣
き
く
ず
れ
ろ
な
ど
の

半
狂
乱
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

現
在
の
母
親
は
ま
っ
た
く
驚
か
ず
、
そ

の
子
の
手
を
引
い
て
そ
の
ま
ま
帰
る
よ

う
な
あ
り
さ
ま
で
あ
り
、
大
人
そ
の
も

の
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
乱
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

▼
現
在
の
女
子
中
学
生
は
、
友
人
が
セ

ッ
ク
ス
を
経
諭
し
た
こ
と
を
知
れ
ば
、

セ
ッ
ク
ス
に
対
し
て
異
常
に
あ
こ
が

れ
、
言
葉
上
で
は
「
あ
せ
る
」
と
言
っ

て
、
だ
れ
に
で
も
簡
単
に
処
女
を
ゆ
る

す
と
こ
ろ
が
あ
る
。

▼
現
に
、
デ
ー
ト
ク
ラ
ブ
で
働
い
て
い

た
中
学
生
の
一
人
は
、
客
と
蔑
ろ
前
ま

で
は
処
女
で
あ
っ
た
。
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（スリップ　オン）　　ストレートかかとをふみつけている

（実働2）
女
子
高
生
の
質
せ
い
剤
使
用

▼
A
子
の
保
護
者
が
、
A
子
が
異
状
に

や
せ
細
り
、
食
草
も
あ
ま
り
と
ら
な
い

こ
と
に
不
審
を
抱
き
、
答
案
署
に
相
談

に
来
た
。

▼
A
子
と
面
接
し
た
と
こ
ろ
、
A
子
の

左
腕
に
は
無
数
の
注
射
あ
と
が
あ
り
、

覚
せ
い
剤
を
使
用
し
て
い
る
疑
い
が
十

分
に
も
た
れ
た
。

▼
尿
を
摂
取
し
た
結
果
、
覚
せ
い
剤
使

用
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

▼
A
子
は
、
暴
力
団
員
（
一
二
十
二
歳
の

男
）
に
パ
チ
ン
コ
屋
に
誘
わ
れ
、
そ
の

後
、
食
事
な
ど
を
お
ご
っ
て
も
ら
い
、

車
の
中
で
「
こ
れ
は
覚
せ
い
剤
だ
が
、

中
毒
に
は
な
ら
な
い
。
ス
マ
ー
ト
に
な

る
」
ほ
ど
と
言
わ
れ
、
注
射
さ
れ
た
。

▼
そ
れ
が
数
回
続
き
、
覚
せ
い
剤
ほ
し

さ
に
、
そ
の
男
と
肉
体
関
係
も
で
き

た。▼
そ
の
後
は
、
友
人
を
も
誘
い
込
む
よ

う
に
言
わ
れ
、
同
級
生
の
B
子
、
C
子

の
二
人
を
誘
い
込
み
、
暴
力
団
や
、
そ

れ
ら
と
交
際
の
あ
る
男
性
を
相
手
I
C
売

春
を
し
、
覚
せ
い
剤
を
得
て
い
た
。

▼
A
子
は
一
カ
月
半
ぐ
ら
い
で
、
四
十

七
キ
ロ
あ
っ
た
体
重
が
三
十
六
キ
ロ
と

や
せ
細
り
、
党
せ
い
剤
中
毒
に
な
っ
て

いた。
▼
こ
の
事
件
で
は
、
A
子
ら
に
覚
せ
い

剤
を
使
用
し
て
い
た
暴
力
団
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
者
か
ら
紹
介
し
て
も
ら
っ
て

性
交
し
た
男
八
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。

▼
一
部
女
子
高
生
の
中
に
は
、
口
先
だ

け
の
や
さ
し
さ
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
者
、

こ
わ
い
物
（
覚
せ
い
剤
）
に
対
し
て
の

一
種
の
あ
こ
が
れ
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

（実例3）
窃
　
盗
・
恐
　
鴫

▼
中
学
生
を
主
体
に
、
十
三
歳
か
ら
十

六
歳
の
少
年
二
十
人
で
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
そ
れ
ぞ
れ
四
、
六
人
で
伍
を
組
み

空
き
巣
ね
ら
い
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
、
車

上
ね
ら
い
、
恐
喝
な
ど
百
十
人
件
（
被

害
総
額
約
二
百
六
十
万
円
相
当
）
を
敢

行
し
て
い
た
。

▼
少
年
た
ち
は
、
大
部
分
が
髪
を
赤
や

金
に
染
め
、
額
に
そ
り
込
み
を
入
れ
、

手
の
甲
に
根
性
焼
き
と
称
す
る
や
け
ど

痕
を
つ
け
、
そ
の
存
在
の
誇
示
と
結
盟

を
図
っ
て
い
た
。

▼
少
年
ら
は
、
怠
学
、
家
出
を
繰
り
返

し
、
空
き
家
や
、
親
が
仕
事
で
留
守
の

メ
ン
バ
ー
の
家
を
た
ま
り
場
に
し
て
、

遊
興
、
飲
食
費
ほ
し
さ
か
ら
、
空
き
巣

ね
ら
い
な
ど
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

▼
主
犯
格
の
少
年
A
（
十
六
歳
）
、
B

（
十
五
歳
）
を
逮
捕
し
、
五
人
を
少
年

鑑
別
所
な
ど
に
収
容
し
、
ほ
か
の
メ
ン

バ
ー
も
全
員
検
挙
、
補
導
し
て
、
グ
ル

ー
プ
を
解
体
し
た
。

▼
少
年
ら
は
、
犯
行
当
時
は
、
非
行
の

世
界
に
の
め
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
お

り
、
非
行
を
繰
り
返
し
て
し
ま
っ
て
い

た
が
、
補
導
後
は
じ
め
て
、
こ
と
の
重

大
さ
に
気
づ
い
た
。

▼
約
半
数
が
片
親
だ
け
の
家
庭
、
ま
た

両
親
が
い
て
も
、
放
任
家
庭
が
目
立

ち
、
少
年
に
対
す
る
十
分
な
指
導
が
な

さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
部
に
は
、
責
任
を

転
嫁
す
る
親
も
い
た
。
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▽　▽　▽
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媛催　所

練習にはげむ少年少女合唱団

馳
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㊧
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日

0

訪

0

○
。
第
2
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
o
 
O

次
の
日
程
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
各
競
技
大
会
が

関
か
れ
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
参
加
と
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
　
　
　
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
9
月
2
日
（
日
）
　
▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
9
月
9
日
（
日
）

開
会
式
　
8
時
4
0
分

競
技
開
始
　
9
時

▽
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
ゲ
ラ
ウ
ン
　
▽
場
　
所

ド

開
会
式
　
8
時
4
0
分

競
技
開
始
　
9
時

総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド

第
3
回
遠
賀
町
子
供
音
楽
祭
を
開
き
ま
す

遠
賀
町
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
、
少
年

少
女
合
唱
団
が
結
成
さ
れ
て
三
年
に
な

り
ま
す
。
本
年
も
団
員
の
練
習
の
成
果

を
聞
い
て
も
ら
お
う
と
、
第
三
回
子
供

音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
9
月
2
日
（
日
）

1
4
時

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

子
供
音
楽
祭
実
行
委
員
会

青
少
年
育
成
町
民
会
議

教
育
委
員
会

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
安
藤
∴
∴
智
廃

（
別
府
）
安
藤
喜
代
美
様

故
江
口
　
博
史
嫌

（
東
和
苑
）
江
口
芳
江
様

技
監
沢
シ
ツ
ヱ
様

（
鬼
津
）
笠
沢
　
朋
次
様

図
　
書
　
の
　
寄
　
贈

藤
本
　
典
貴
様
（
中
央
）

昭
和
0
0
年
歌
会
始
の
お
題

お
題
「
締
L

O
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発

表
の
も
の

○
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
蛮

▽
期
　
間
　
9
月
1
日
－
1
0
月
1
1
日

▽
郵
便
の
あ
て
先
　
〒
剛
　
東
京
都
千

代
田
区
千
代
田
町
一
番
一
号
　
宮
内

庁
「
詠
進
歌
」

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
記
の

宮
内
庁
式
部
職
に
返
信
用
切
手
を
は
っ

た
封
筒
を
添
え
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

「
お
年
寄
り
と
一
緒
に
」

－
浅
木
子
供
会
－

浅
木
子
供
会
（
会
員
百
六
十
五
人
）

で
は
例
年
キ
ャ
ン
プ
や
パ
ス
ハ
イ
ク
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
ふ
れ

あ
い
の
あ
る
行
郵
を
と
い
う
こ
と
で
、

七
月
二
十
八
日
地
元
遠
賀
園
の
お
年
寄

り
と
一
緒
に
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
夕
方

に
は
焼
肉
大
会
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
と
す
べ
て
子
供
会
と
育
成
会
で
企
画

運
営
。
お
年
寄
り
た
ち
は
、
子
供
た
ち

と
の
ふ
れ
あ
い
に
始
終
に
こ
に
こ
と
笑

み
を
た
や
さ
す
、
ま
た
子
供
た
ち
に
と

っ
て
も
大
変
有
慈
淡
で
楽
し
い
夏
休
み

の
一
日
で
し
た
。

N
H
K
学
園
社
会
通
信
講
座

秋
の
受
講
者
の
募
集

ニー－
N
H
K
学
園
で
は
、
昭
和
5
0
年
度
秋

の
「
社
会
通
信
講
座
」
の
受
諾
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
通
信
講
座
の
利
点
は
、
リ
ポ
ー

ト
の
添
削
が
中
心
で
、
だ
れ
で
も
自
宅

に
い
な
か
ら
自
分
の
都
合
の
よ
い
時
間

に
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

講
蛙
は
番
道
、
硬
筆
、
母
と
子
の
硬

袋
、
簿
記
、
俳
句
、
短
歌
、
古
典
、
文

章
、
絵
画
、
四
兆
、
英
語
、
数
学
、
国

語
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
写
典
、
楽
し
い
書
き
・

万
の
十
五
講
座
四
十
コ
ー
ス
で
、
自
分

の
力
量
に
適
し
た
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ど
の
雑
唾
も
定
め
ら
れ

た
期
間
内
に
学
習
が
修
了
で
き
る
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
受
講
者
の
学
習

の
進
み
方
に
応
じ
て
調
整
で
き
る
よ
う

に
と
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
受
付
期
限
　
9
月
0
0
日
ま
で

案
内
書
希
望
者
は
、
〒
鵬
　
東
京
都

国
立
市
富
士
見
台
2
の
3
6
　
N
H
K
学

園
C
T
係
へ
ど
う
ぞ
。
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日　日・日
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月金日月

島
田
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
日
（
四
・
五
年
生
）

堂
々
　
三
位
に
　
入
賞

＝
北
九
州
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
大
会
＝

七
月
二
十
九
日
、
八
幡
東
区
桃
固
バ

レ
ー
コ
ー
ト
で
、
北
九
州
少
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

当
日
は
、
A
（
五
・
六
年
生
）
ブ
ロ

ッ
ク
ト
B
（
四
・
五
年
生
）
ブ
ロ
ッ
ク

と
に
遠
賀
町
か
ら
島
田
少
女
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
チ
ー
ム
A
・
B
、
そ
れ
に
浅
木
ジ

ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
A
・
R

が
参
加
。
本
町
の
各
チ
ー
ム
は
善
戦
し

中
で
も
昨
年
チ
ー
ム
が
発
足
し
て
初
出

場
の
畠
田
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
B
は
十

五
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
B
ブ
ロ
ッ
ク
で

三
位
に
入
る
健
闘
を
い
た
し
ま
し
た
。

▽

▽

少

年

武

道

教

室

を

開

き

ま

す

△

△

◎
柔
　
道

▽
日
　
時
　
1
0
月
3
日

（
土
）
・
1
3
日
（
土
）

2
0
日
（
土
）
・
2
4
日

（
土
）
・
Ⅱ
月
7
日

（
土
）
・
1
3
日
（
火
）

◎
空
　
手

▽
日
　
時
　
1
0
月
1
日

（
水
）
・
8
日
（
月
）

1
7
日
（
水
）
・
2
2
日

（
水
）
・
柳
田
（
月
）

日
月
5
日
（
月
）

（
水
）
・
6
日

・
1
7
日
（
水
）

（
水
）
・
2
7
日

（
水
）
・
0
0
日

1
8
時
0
0
分
～

（
月
）
・
3
日

・
1
5
日
（
月
）

（
月
）
・
2
4
日

・
3
1
日
（
水
）

19時－

・12（金）

（
金
）
・
2
2
日

・
Ⅱ
月
2
日

1
8
時
～

⑥
剣
　
道

∇
日
　
時
　
1
0
月
1
日
（
月
）
・
5
日

▽
場
　
所

。柔道
o
空
手

。剣道

▽
主
　
催

▽
対
　
象

▽
指
　
導

▽
料
　
金

▽
申
込
期
限

▽
申
込
先

第
一
武
道
場

第
二
武
道
場

第
一
武
道
場

教
育
委
貝
会

町
内
の
小
中
学
生

武
道
協
会
の
有
段
者

無
料9

月
2
5
日
（
火
）
ま
で

社
会
教
育
課
体
育
係

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験

▽
試
験
日
　
昭
和
5
0
年
1
0
月
2
8
日
（
日
）

▽
受
付
期
間
　
9
月
6
日
～
1
0
月
5
日

▽
採
用
予
定
人
貝
　
百
名

▽
受
験
資
格
　
落
豪
富
B
＝
昭
和
絃
年

4
月
2
日
～
昭
和
4
2
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
男
子
（

大
卒
者
は
受
験
で
き
な

い）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
警
察
本

郵
聾
務
課
任
用
係
　
福
岡
市
博
多
区
束

公
園
7
番
7
号
　
舘
0
9
2
（
6
2
2
）

0
7
0
0
へ
ど
う
ぞ
。

貸
金
業
の
み
な
さ
ん
へ

福
岡
県
で
は
、
貸
金
業
の
規
制
等
に

関
す
る
法
律
に
つ
い
て
の
最
後
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
貸
金
業
の
規
制
等

に
関
す
る
法
律
は
本
年
日
月
1
日
か
ら

本
格
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
9
月
4
日
（
火
）

13時00分－

▽
場
　
所
　
福
岡
県
庁
行
政
棟
三
陸

．講堂．

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
の

原
稿
を
募
集
中

町
内
の
各
サ
ー
ク
ル
代
表
者
の
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
報
1
0
月
1
0
日
号
で
秋
の
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集
（
体
育
系
・
文
化
系
）
を
掲

載
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
募
集
さ
れ
る
サ
ー
ク
ル

は
、
サ
ー
ク
ル
名
・
場
所
・
曜
日
・
会

費
・
対
象
・
会
員
数
・
聞
合
先
等
を
記

入
し
て
、
ま
た
練
習
風
景
等
の
写
藁
が

あ
れ
ば
添
付
し
て
9
月
2
2
日
（
土
）
ま

で
に
役
場
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
締
切
以

降
の
受
付
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
。

穏
閣
闊
闘
閻
圏
V

河
中
　
軸
曹
選

高
く
な
り
低
く
な
り
つ
つ
廼
う
鴬
の
哺

き
声
海
の
波
に
ひ
び
か
う

選
出
∴
∴
勝

烏
賊
を
釣
る
舟
の
灯
り
は
火
の
辞
と
な

り
で
連
な
り
夜
は
更
け
ゆ
く嵩

崎
　
咲
江

沖
遠
く
一
は
け
水
の
色
見
せ
て
有
明
の

海
干
潟
は
つ
づ
く
　
　
　
柴
田
　
　
房

潮
の
香
の
し
き
り
匂
え
る
磯
に
来
て
袖

ぬ
ら
し
つ
つ
天
草
を
取
る

高
崎
　
そ
の

故
も
な
く
つ
の
る
寂
し
さ
茫
洋
と
光
ま

ば
ゆ
さ
海
を
見
て
立
つ
　
一
団
　
房
子



（6）第345号　　　　　　　　　　　　　　　㊨⑫筋の彿

艶麗麺
中木鬼遠出東西若美広上別居今松浅新老

賀生和束　　　別　　古ノ
央寺澤川津苑町松蓉波府府崎賀本木町良

※製造年月日はあるか、また5年
を過ぎていないか

※国家検定のマーク、型式番号、
薬剤型式はあるか、また塗りつ
ぷしていないか

ォ

リ

鵡

●
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

●
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

”
東
和
苑
チ
ー
ム
〃
が
完
全
優
勝

∩
開
聞
回
国
同
園
同
国
∪

八
月
五
日
、
猛
暑
の
中
で
、
第

二
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
の
少
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
と
少
女
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
競
技
が
総
合
運
動
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ト
お
よ
び
遠
賀
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
練

習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た
、

”
東
和
苑
チ
ー
ム
〟
が
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
も
優
勝

し
ま
し
た
。

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
点
検
に
来
た
」
と
為
っ
て
、
市

価
の
二
倍
か
、
ら
三
倍
も
す
る
消
火

器
や
五
年
間
の
有
効
期
間
の
過
ぎ

た
古
い
消
火
器
を
売
り
つ
け
る
悪

質
を
訪
門
販
売
が
横
行
し
て
い
ま

す
。
個
人
の
住
宅
で
の
設
置
は
、

法
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
し
、
ま
し
て
、
消
防
署
貝

が
消
化
藷
を
販
売
す
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

奥
さ
ん
、
消
火
器
の
販
売
に
来

て
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
消
防
署

か
　
（
2
9
3
）
1
2
3
1
へ
連
絡

し
ま
し
ょ
う
○

悪
賢
な
消
火
器
訪
門
販
売

の
見
抜
き
方

「
消
防
署
か
ら
消
火
器
の
点
検

に
来
ま
し
た
」
と
い
っ
て
来
て
い

な
い
か
。

消
防
職
員
の
服
装
を
し
て
い
を

い
か
、
ま
た
消
防
署
が
斡
旋
し
て

い
る
か
の
印
象
を
与
え
て
い
を
い

か
、
会
社
名
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
か
、
（
悪
質
な
場
合
は
、
会
社

の
電
話
番
号
で
連
絡
し
て
も
会
社

が
を
い
）
。

い
ち
を
い
と
い
っ
て
も
、
消
防

法
に
よ
っ
て
必
要
で
あ
る
と
、
〈

と
く
ど
い
わ
な
い
を
い
か
。

次
の
よ
う
な
国
家
検
定
の
マ
ー

ク
は
あ
る
か
、
あ
っ
て
も
塗
り
つ

ぶ
し
て
い
な
い
か
、
製
造
年
月
日

か
ら
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
か
。
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暑さが盛りを過ぎたこうから、秋の虫

が鳴き出します。スズムシ、コオロギ、

クサヒlVノ……と、秋の虫はみんな美し

い声の持ち主ばかり。虫の音（こ耳を傾け

て、秋の夜長を楽しみましょう。虫の書を楽しもう
書棚鴫を種菌漢

鳴く虫は主に、コオロギ・キリギリスの仲間です。

♭コオロギ　コロコロリー　Dマツムシ　チンチロリン

♭クサヒ／甲）ブイiJi）iji）……∴t＞カンタン　ルルル・・

♭スズムシ　リーンiノーン　Dカネタタキ　デーデーデー

♭キi）キi）ス　キー・チヨン　Dクツワムシ　ガチヤカチヤ

音速囲臨蝦劃獲画調畷葛

①懐中電燈を用意して、虫が鳴いている所に静かに近づ

きます。

②できるだけ近づいてから、鳴き声のする所にねらいを

定めて　　パッと明かりをつけましょう。園部四囲tg頭書

①広い口のぴんなどに、土を入れて湿らせる。

②工サ（こ土がつくとカビがはえるのでエサは毎日取りかえる。

③動物性タンパク質を補給して

共食いを防ぐため（二、かソオ

ブシをときとき入れてやる。

力　④あまり狭い入れ物に、たくさ

んの虫を入れない。

土・砂亀で左か・均
人肌ヱ　安I）をふLlt

湿写せ？あく

欝
帝
国
回
国
亜
霧
断
　
（
開
聞
開
園

「
福
岡
媒
青
年
の
船
」
に
乗
船
し
て

栢
本
　
ひ
ろ
み

㌘
瑳
し
し
て
老
仁
で

二
週
間
と
い
う
技
い
間
、
仕
商
に
休

み
を
も
ら
い
中
国
（
青
年
の
船
）
　
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
海
外
、
初

め
て
の
中
国
、
期
待
ど
お
り
に
、
す
ぼ

ら
し
い
も
の
で
し
た
。
今
回
は
、
今
ま

で
、
青
年
の
船
で
行
っ
た
導
の
な
い
都

市
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
「
上
海
」

は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
ま
す
が
、
「
無

錫
」
と
な
る
と
そ
れ
が
、
何
処
に
あ
る

の
か
ど
ん
な
都
市
な
の
か
詳
し
く
説
明

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
「
厘
門

」
と
な
る
と
世
界
史
で
習
っ
た
記
憶
は

あ
る
け
ど
、
さ
て
そ
れ
は
何
処
だ
ろ
う

と
い
う
風
に
は
る
の
で
す
。
「
北
京
」

と
か
「
西
安
」
と
か
も
行
っ
て
み
た
か

っ
た
け
ど
、
特
に
万
里
の
長
城
を
こ
の

眼
で
確
か
め
ら
れ
な
か
っ
た
密
は
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
残
念
だ
け
れ
ど
、
誰
も
が
、

あ
ま
り
行
っ
た
郭
の
な
い
都
市
に
行
け

た
の
は
、
本
当
に
幸
運
だ
っ
た
と
思
い

ます。私
は
、
「
底
門
」
が
、
と
て
も
気
に

入
り
ま
し
た
。
た
っ
た
三
箇
所
で
は
、

あ
の
広
大
な
中
国
の
謡
は
語
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
砦
者
の
勤
勉
さ

は
、
中
国
ど
こ
で
も
共
通
の
よ
う
に
思

い
ま
す
。
か
つ
て
、
日
本
も
諸
外
国
か

ら
そ
の
よ
う
に
云
わ
れ
て
き
た
け
ど
、

中
国
人
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
問
題
な

く
、
日
本
人
の
方
が
劣
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
生
活
水
準
は
、
十
年
以
上

は
、
日
本
の
方
が
、
商
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
粕
神
の
上
か
ら
は
、
い
っ
た
い

ど
う
で
し
ょ
う
か
？
。
中
国
の
業
者

は
、
目
操
に
向
か
っ
て
突
進
し
て
い
ろ

け
ど
、
日
本
の
著
者
は
、
ど
う
で
し
ょ

目
顔
の
あ
る
人
は
、
ど
の
く
ら
い
い

ろ
で
し
ょ
う
か
？
。
な
ん
だ
か
、
こ
の

ま
ま
年
月
が
、
流
れ
て
い
く
の
で
は
、

日
本
は
、
大
丈
夫
か
し
ら
と
少
し
不
安

に
な
っ
て
き
ま
す
。
私
の
予
感
で
は
、

聞
達
い
な
く
中
国
は
、
日
本
を
抜
く
、

経
済
大
国
と
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。

資
源
の
な
い
日
本
に
あ
る
の
は
、
日
本

全
土
に
住
む
、
人
口
の
数
だ
け
い
ろ
日

本
人
だ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
昔
の
よ
う

な
勤
勉
さ
が
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

中
国
の
こ
れ
か
ら
先
の
発
展
を
菖

ひ
、
日
本
の
今
ま
で
以
上
の
向
上
を
願

い
輩
を
彊
き
ま
す
。
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今古賀581番地

渡部　将遠くん

（蕎掌きんの瑚）
昭和58年11月6日生

一日中メソメソ泣いて、みん

なを困らせているぼくだけど、
大好物のトマトを食べている時

広渡1674番地の2
まさ∴教

室沢　真代ちゃん

（㌔子さんの政）

霧讃結
謀認諾罵藷藍無窮
です。　　　　　　　　ICそっくりですって・…・。　雪
間…ldmiib．州周囲剛i…iilI，画日間…1時同時間高値i，i日中i川imI，I…Iil博一間博一…l山尋

▽　▽　　∇　◎
対∵掲　　時　期
東
署所　　関　目

3　月　一　車　検受　9
月　児　鼠央診付月
生　（　六　公131311）闇　力　民時　時　日

和　月　館3010（
58（　　分　分火
年　一　　I I、ノ

1歳　　　14
月　八　　　　時
（カ

▽　▽　　▽

科海　　内
参

金　品

＼7　　　　　　　　　　　＼7 ��������　　ヽフ調人 参を及持説“ ���診宗　　　　　▽▽診療 

査横内吉実　り　保 

「準し検（‘ま後の項手譜結結謹需需容疑誓窪⊂ユ4（＝ ：∴：「∴「∴∵言rr十十十∴；：∴．歳： 

曇ら：撃芝裳等雲霞膏冨謬黙急議表竺急告で籠“，数日 箕舅誓書諾彊○貰窪講患萱掴‥馴 

日　子∴　∴∴∴∴：；∴　民： 
㌶”‘ 

醗 � � �10 月 � � � �� � � � � �9 月 �� ��8 月 �期 �葉酸薫 

6 日 �3 日 �1 日 �29 日 �28 日 �26 日 ��17 日 �14 日 �13 日 �12 日 �7 日 �3 日 ��31 日 ��29 日 �日 � �≡．縫目 縫目 ・紗雷 

土 �水 �月 �土 �金 �水 ��月 �金 �木 �永 �金 �月 ��金 ��水 �曜 

9 �9 �9 �9 �9 � �9 �9 �9 �9 �9 �9 �13 �9 � �9 �9 �，旦 

．・時 1…閲 �00 1 �00 － �00 ！ �00 1 �ー �～ �！ �1 �00 I �00 ， �00 ～ �00 ～ �00 I �！ �I �ー �I �叉 付 

壬は ‘／・一‾‾＼ �15 �11 �15 �15 �15 �15 �11 �15 �15 �15 �11 �15 �l �11 �15 �11 �15 �時 間 �I●． ● 

脹嘉 ！÷19 鱈時 �30 新 町 公 民 �00 �30 新 町 公 民 �30 �浅 木 浅 木 � � �30 遼 �00 �30 木 �00 �若上 � � �中 央 � �別 府 千 代 丸 別 府 � A ��東 ��芙 蓉 �西 町 ��虫 生 津 ��東 町 ��老 良 �旧 倍 旧 停 ��広 ��地 

宮を …－ち ∴311 即事時 事30 等分 校＼、＿／ ��古 賀 ��神 苑 ����賀 川 公 民 ��守 木 守 ��糞別 台府 上 別 ����波 ��区 名 

人 吉 ��浅 水 ��芙 蓉 集 会 本 所 �西 町 公 民 館 ��虫 告 ��東 町 ��老 良 ��広 波 ���掲 

管で 冷す �館 別 �賀 公 民 �館 別 �公 民 �公 民 ���館 別 �津 公 民 �公 民 �公 民 �府 公 民 �公 民 館 �公 民 館 �公 民 ��公 民 �所 

館 �館 �館 �館 �館 ���館 �館 �館 �館 �館 ���館 ��館 

容

身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

母
子
手
帳
、
検
診
票

無
料



（9）㊨⑭筋の餅　　　　　　　　　　　　　　第345号

安

産

と

難

産

㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

十
回
に
あ
た
っ
て
「
安
産
と
難
産
」

に
つ
い
て
、
先
生
独
特
の
一
時
遭
っ
た

見
解
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
多

大
の
感
動
を
受
け
て
い
ま
す
。

ソ
ウ
デ
ス
カ
。
今
回
で
終
り
ま
す

が
、
男
女
を
通
じ
て
自
分
の
身
体
の
中

に
新
し
い
生
命
が
作
ら
れ
て
、
こ
れ
が

世
に
出
る
分
娩
位
、
大
き
な
変
化
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
実
に
つ
い

て
、
医
師
や
助
産
婦
が
そ
の
医
術
に
よ

っ
て
分
娩
さ
せ
る
な
ど
、
思
い
上
が
っ

た
考
え
は
捨
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
人
間
の
カ
で
生
ま

せ
る
も
の
で
は
な
く
．
自
然
に
生
ま
れ

て
く
る
．
も
の
で
す
。
開
腹
術
は
患
者

が
医
師
の
技
術
に
す
っ
か
り
依
存
す
る

も
の
で
す
が
、
分
娩
に
つ
い
て
は
医
師

や
助
産
婦
は
経
過
を
み
だ
り
、
賜
合
に

よ
っ
て
は
手
伝
い
を
す
る
に
す
ぎ
ま
せ

ん。
分
線
は
神
か
ら
人
体
に
与
え
ら
れ
た

生
命
力
に
よ
る
も
の
で
す
ね
。

全
く
そ
う
で
す
。
素
晴
ら
し
い
考
え

方
の
進
歩
で
す
。
お
釈
迦
様
の
安
産
の

お
守
り
の
中
に
書
い
て
あ
る
「
入
っ
た

も
の
は
必
ず
生
ま
れ
る
」
の
百
薬
も
同

じ
こ
と
を
愚
昧
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
妊
婦
が
人
任
せ
に
し
て
安
産
が
で

き
る
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
が
何
で

も
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
は
自
分
の
カ
で
生

む
と
い
う
気
構
え
が
必
要
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
最
近
有
名
に
な
っ
た
分

娩
体
操
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

無
意
分
鯉
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ

さい。陣
痛
は
間
隔
を
も
っ
て
起
き
る
子
宮

の
収
縮
に
よ
る
腹
と
腰
の
痛
み
で
、
も

ち
ろ
ん
生
理
的
な
変
化
で
す
。
し
か

し
、
六
時
間
－
十
二
時
間
の
長
さ
に
わ

た
っ
て
起
き
、
そ
の
間
の
苦
痛
も
甚
だ

し
い
の
で
、
少
し
痛
み
を
和
ら
げ
よ
う

と
い
う
主
旨
で
そ
れ
自
体
は
悪
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
こ
れ
に
用

い
る
鎮
痛
剤
が
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
生

命
力
を
弱
め
る
の
は
間
違
い
な
く
、
大

な
り
小
な
り
微
弱
陣
痛
や
胎
児
の
仮
死

が
起
こ
り
ま
す
。

無
意
分
地
よ
り
自
然
分
腹
が
す
ぐ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、
最

後
に
ー
言
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
ご
ろ
人
工
受
精
、
試
験
管
ベ
ビ

ー
（
体
外
受
描
）
、
遺
伝
子
の
組
替

え
、
男
女
の
生
み
分
け
な
ど
世
間
を
騒

が
し
て
い
ま
す
が
、
自
然
は
万
能
で
あ

る
が
入
管
は
微
少
で
す
。
妊
婦
は
だ
れ

し
も
安
産
を
願
う
で
し
ょ
う
が
、
日
常

美
食
を
せ
ず
粗
食
（
菜
食
、
自
然
食
）

に
親
し
み
、
一
方
で
は
よ
く
働
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

ま
た
、
神
仏
の
慈
悲
を
信
じ
る
謙
虚

さ
が
欲
し
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
新
し
く
生
ま
れ
て
く
る
生

命
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
（
終
）

⑤

嬬
議

人
は
、
あ
る
日
突
然
、
病
気
に
な
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
期
間
、
そ

の
．
原
因
．
が
蓄
積
さ
れ
、
や
が
て
発

病
す
る
の
か
普
通
で
す
。

成
人
病
の
〝
基
礎
〟
は

三
、
四
十
歳
台
で
つ
く
ら
れ
る

例
え
ば
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
定

年
後
に
病
気
に
な
る
人
が
か
な
り
多
い

の
で
す
か
、
そ
れ
ら
の
病
気
は
五
十
歳

台
の
生
活
に
原
因
が
あ
り
、
五
十
歳
台

の
不
調
は
、
三
十
～
四
十
歳
台
の
生
活

・
環
境
I
C
起
因
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど

と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

三
十
～
四
十
韻
台
と
い
え
ば
働
き
盛

り
の
年
代
で
す
。
し
か
し
、
一
方
で

は
、
最
も
危
険
を
は
ら
ん
だ
時
期
な
の

で
す
。
体
か
ら
は
脅
年
時
代
の
し
な
や

か
さ
が
失
わ
れ
、
職
場
で
も
家
庭
で

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
が
絶
え
間

な
く
押
し
寄
せ
て
く
る
年
代
で
す
。

調
査
で
は
、
こ
の
世
代
の
人
々
の
十

人
申
七
人
に
持
病
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
人
た
ち
も
、
朝
食
ぬ
き
、
睡
眠

不
足
、
酒
・
た
ば
こ
の
の
み
過
ぎ
、
運

動
不
足
な
ど
で
、
病
気
の
素
地
あ
る
い

は
単
勝
状
態
が
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま

す。
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
の
蓄
積
と
不
規

則
な
生
活
が
、
血
管
の
老
化
を
早
め
、

成
人
病
を
引
き
起
こ
す
も
と
に
な
る
の

です。成
人
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

人
は
血
管
と
と
も
に
老
い
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
こ
の
。
血
管
の
老
化
．
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
こ
そ
成
人
病
予

防
の
第
一
歩
で
す
。

ふ
だ
ん
の
生
活
で
気
を
つ
け
た
い
成

人
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み
ま

した。●
三
度
の
食
事
を
き
ち
ん
と
と
る

朝
は
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
、
昼
は
軽
い
外

食
、
そ
し
て
夜
は
ド
カ
食
い
と
い
う
食

生
活
は
困
り
も
の
。
三
度
の
食
郭
は
バ

は
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
心
身
症
、
あ
る
い
は

う
つ
病
に
か
か
っ
て
い
る
人
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

●
仕
事
以
外
の
趣
膝
の
広
場
を

中
年
は
仕
謡
も
忙
し
く
、
つ
き
合
い

も
多
く
な
り
、
自
分
だ
け
の
自
由
時
間

が
な
か
な
か
と
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
、
少
な
い
自
由
時
間
を

い
か
に
便
う
か
が
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、

ひ
い
て
は
成
人
病
予
防
の
カ
ギ
に
な
り

ます。ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
絵
を
描
く
こ
と
で

も
何
で
も
い
い
の
で
す
。
仕
車
以
外
に

目
を
向
け
、
何
か
に
熱
中
で
き
る
．
心

の
広
場
〟
　
を
た
く
さ
ん
持
つ
こ
と
で

す。

こ
ろ
の
ス
ト
レ
ス
と

ラ
ン
ス
よ
く
、
き
ち
ん
と
と
り
ま
し
ょ

●
歩
け
、
歩
け
、
歩
け

姥
は
足
を
使
わ
な
か
っ
た
た
め
に
足

が
退
化
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
わ
た

し
た
ち
の
体
も
使
わ
な
け
れ
ば
衰
え
て

い
き
ま
す
。

い
ち
ば
ん
気
軽
に
で
き
る
運
動
は
、

歩
く
こ
と
で
す
。
毎
日
、
十
五
分
で
も

ス
タ
ス
タ
と
少
し
速
度
を
速
め
に
歩
き

ま
し
ょ
う
。

●
睡
眠
不
足
は
危
険
信
号

睡
眠
が
不
足
す
る
と
疲
労
が
積
み
重

な
り
、
健
康
な
状
態
な
ら
容
易
に
乗
り

越
え
ら
れ
た
ス
ト
レ
ス
に
も
、
疲
れ
の

た
め
に
聞
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ます。不
眠
症
で
悩
ん
で
い
る
人
の
な
か
に

心
を
広
く
、
ス
ト
レ
ス
に

と
り
つ
か
れ
な
い
よ
う
に

四
十
歳
を
過
ぎ
る
と
、
体
の
諸
機
能

は
だ
ん
だ
ん
．
低
下
し
て
き
ま
す
。
一

万
、
破
損
で
は
、
責
任
の
あ
る
地
位
に

つ
い
て
仕
車
は
一
段
と
忙
し
さ
を
増
す

よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
溺
塊
の
中
で
寝
つ
き
が
悪

い
、
頭
が
重
い
、
田
の
調
子
が
よ
く
な

い
。
立
ち
く
ら
み
か
す
る
、
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
　
－
　
と
い

っ
た
訴
え
を
す
る
人
が
多
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
訴
え
を
不
定
愁
訴
と
い

い
ま
す
が
、
た
い
て
い
は
休
糞
を
と
れ

ば
す
ぐ
よ
く
な
る
も
の
で
す
。

心
を
広
く
持
ち
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る

成
人
病
の
．
駆
手
。
に
と
り
つ
か
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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正しく理解i

正しく利用

9月9日は「救急の日」

町 �も �0　0 児　児 ��大 

角 �え �き　き 本　奉 ��型 
な い �組 め、 �録 か ら �家 ∧ 

全 種 ��e ��料庭 
ゴ �南北 傭iil田 地地 区区 生 ��薫ゴ 料、 
ミ ���∨‾ 

プ空 ���べ　テ 
9 月 �ラカ スン チヽ ���ツレ トビ 

12 日 �ツ空 クビ 製ン ���机冷 、蔵 

い 

及 �品、 ���す、 

ぴ �、ガ ゴラ ���、家 自具 

9 �ムス 等窄 陶 器 ���梧’ 

月 �� � �車連 等具 
26 日 ����ふ、 

類 ���と ん 

▽　▽　▽

由　特　科
込　参
先品金

9月のし尿くみ取り予定表
くみ 取り日 �大型車くみ取り地区 � 

1（土） �西町、浅木 �出生津、上別府（花園）、 尾崎、若松 

3（月） �東町 �広疲 

4（火） � � 

5（水） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

6（木） �虫生津、木守 � 

13（木） �鬼津 � 

14（金） �遠賀Iii � 

17（月） �遠賀川、新町 � 

18（火） �新町 � 

19（水） �新町、鬼津 � 

0（木） � � 

1（金） � � 

2（土） �見浦、若松、別府（高瀬） � 

5（火） �尾崎、今古賀、別府 � 

6（水） �尾崎 � 

（木） �添木 � 

8（金） �浅木 �「老衰、鬼津、松ノ木、若松、 道官 

（土） �砦架台、堂塔寺、上別府、道宮 � 

胃
ガ
ン
検
診

申
込
み
受
付
中

藤
田
g
圏
2
回
霞
は
弼

関
係
者
が
あ
れ
ば
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
所
在
地
　
石
川
県
金
沢
市
寺
町
5
丁

目
3
0
3
番
地

伏
見
寺
基
地

▽
届
出
先
　
宗
教
法
人
伏
見
寺

代
表
役
員
　
荒
俣
光
修

田

0

7

6

2

（

4

2

）

2

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
0
年
1
2
月
3
1
日

9
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

◎
検
診

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
掲
　
所

▽
申
込
期
間

▽
申
込
方
法

▽
定
　
貝

9
月
5
日
（
水
）

9
月
6
日
（
木
）

9
月
1
0
日
（
月
）

受
付
　
8
時
4
0
分
－
1
0
時

00分

検
査
　
9
時
か
ら

中
央
公
民
館

8
月
1
7
日
（
金
）
か
ら

受
付
中

直
接
本
人
か
ら
の
電
話

に
よ
る
申
込
み
。

百
八
十
名
（
一
日
各
六
十

名）五
百
円
（
当
日
）

印
鑑

役
場
保
健
衛
生
係

館

（

2

9

3

）

1

2

3

4

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

9
月
4
日
（
火
）

9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

母
子
手
帳
交
付
の
人
は
和

露
持
参
の
こ
と

産
前
・
産
後
の
知
識
、
妊

婦
体
操
、
母
子
手
帳
交
付

無
料
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…亡くなる人の）（

4人lこ1人はガン

蹄
9月は「ガン征圧月間」です

検診を受けて早期に発見を′

おむつの取り替え方

おむつの当て方

広幅おむつは、左右で　おむつカバー
折り、腰の幅にする。

夕を取り　たくし上
11桜の上で広げる。

④広幅おもって腰全体を包み
カハーをかければできあがり．

攣
粥
謹
書
語
法
④

囲
死
亡
原
因
の
第
一
位
S
S

死
亡
原
因
の
第
一
位
は
か
、
∵

昭
和
五
十
八
年
は
全
国
で
十
七
万

六
千
百
七
十
四
人
が
こ
の
病
気
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ン
死
亡

者
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
二
三
・

八
％
。
亡
く
な
る
人
の
は
ば
四
人

に
一
人
は
ガ
ン
が
原
因
で
す
。

鵜
ガ
ン
は
治
る
S
O
S
電
器

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま

ま
に
体
内
に
は
び
こ
っ
て
い
く
ガ

ン
。
そ
の
た
め
、
発
見
さ
れ
た
と

き
に
は
手
お
く
れ
、
と
い
う
こ
と

が
多
か
っ
な
の
も
事
実
で
す
。
し

か
し
、
そ
れ
は
も
う
昔
の
話
。
国

立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
の
報
告
に
よ
れ

げ
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
五
十
七

年
の
間
に
同
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た

ガ
ン
患
者
の
生
存
率
は
五
一
・
七

五
％
。
つ
ま
り
、
ガ
ン
に
か
か
っ

て
も
半
数
以
上
の
人
が
助
か
っ
て

い
る
、
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
早
め
に
発
見
し
て
適
切

な
治
療
さ
え
行
え
ば
、
は
ば
百
％

治
っ
て
し
ま
う
ガ
ン
も
あ
り
ま
す
。

看
檎
珍
を
受
け
よ
う
〇
〇
〇

レ
ン
ト
ゲ
ン
、
内
祝
鏡
な
ど
検

診
技
術
の
進
歩
で
、
い
ろ
い
ろ
な

ガ
ン
が
早
期
に
発
見
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
も
う
ガ
ン
は
、

た
だ
ち
に
死
を
意
味
す
る
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
検
診
や
清
涼
の
方
法

が
い
く
ら
進
歩
し
て
も
、
み
な
さ

ん
が
検
診
を
受
け
な
け
れ
ば
、
「
早

期
発
見
、
早
期
治
療
」
に
結
び
つ

き
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
桟
会
を
利

用
し
て
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

難
ガ
ン
死
亡
者
数
は
、
厚
生
省
統
計
情
報
部

。
5
0
年
人
口
動
態
調
査
徽
赦
」
に
よ
る
。

吸
水
性
が
あ
る
、
肌
ざ
お
り
が
よ
い
、
洗
濯
に
耐
え
ら
れ
る
1
－
こ
れ

ら
が
お
む
つ
の
条
件
で
す
。
素
材
は
、
ネ
ル
や
さ
ら
し
が
適
し
て
い
ま
す
o

排
せ
つ
②
お
む
つ
を
使
う
場
合

素
材
は
ネ
ル
や
さ
ら
し
を
選
ぶ

洞
山
。
の
輔

の
二
倍
の
長
さ
二
枚
と
、
並
幅
（
た
　
　
①
お
む
つ
カ
バ
ー
を
広
げ
、
汚
れ

だ
ん
で
三
十
セ
ン
チ
幅
に
し
だ
も
の
）
　
で
い
る
お
む
つ
を
汚
物
入
れ
に
入
れ

竺
一
枚
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
美
殴
　
る
。
体
に
つ
い
だ
縮
れ
は
：
ナ
ィ
ッ

シ
ユ
ベ
ー
パ
ー
な
ど
で
前
か
ら
後
ろ

へ
ふ
き
取
る
。

②
体
を
手
前
に
横
向
き
に
し
、
カ

バ
ー
と
残
り
の
お
む
つ
を
背
中
の
は

ぅ
に
巻
き
込
ん
で
お
く
（
イ
ラ
ス
ト
④
）
。

③
熱
い
お
し
ぼ
り
と
乾
い
た
タ
オ

ル
で
体
を
ふ
き
、
パ
ウ
ダ
ー
を
ふ
る
。

④
新
し
い
お
む
つ
と
カ
バ
ー
を
縦

に
半
分
巻
き
、
山
に
な
っ
て
い
る
側

を
、
②
で
巻
き
込
ん
だ
古
い
お
む
つ

の
下
に
押
し
込
む
（
イ
ラ
ス
ト
⑤
）
。

⑤
一
度
仰
向
け
に
し
て
か
ら
体
を

反
対
側
に
向
け
る
。

⑥
古
い
お
む
つ
を
抜
き
取
り
、
新

し
い
お
む
つ
を
広
げ
る
（
イ
ラ
ス
ト
⑤
）
。

⑦
ま
だ
ふ
い
て
い
な
い
反
対
側
の

腰
を
③
の
要
領
で
ふ
く
。

仰
向
け
に
し
、
カ
バ
ー
を
止
め
で

で
き
あ
が
り
で
す
。
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9月上期の遠賀町主要行事

白 ��旺 �行　　事∴∴内　　容 �時　間l実脆会場匡当係名i目的及び主繍象等l詳　細 

／17 （ � �金 （ � � �雛雛I髄生係車こなりし描切 ���10ページ 

2 � �目 � �8：30－1欝勤公金i体育係i応援揃、します　巨－ジ 

1遠賀町子供音楽会 �14：00－－ �中央公民館 �社会教育係l∴∴∴∴中一ジ 

3 � � �一　般　健　康　診　査 �9：00－11：00旧停公民館　保健雛係 ���旧　停 �8ページ 
13；00－15：紬老良公民館　　　　、　老　良 

定　例　区　長　会 �13：00～I籍2会議窒l企醜係匡区長 ���� 

4 ��火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30－　車齢室 ��保搬係I妊醐 ��10ページ 

5 6 ��水 木 �胃　ガ　ン　検　診 �8：40十0車央公民館巨億縫係 ���申込者のみ �10ページ 

一　般　健　康　診　査 �9：00－15：30両引保健衛生係i上鵬・若∴中一ジ 

定例体育指導貴会 �19：30－ �中央公民館i体育係匡区体調貝 ��� 

8 9 � �土 日 � �出発 14：00 �行先 英諺山 背年の家 �体育係i繋難語雪嶺l 

9 ��日 � �8：40－1整動公金 ��体育係i応援をお前、します ��4ページ 

10 � �月 �胃∴∴ガ　ン　検　診 �8：40－10車央公民館匡観係 ���申込者のみ　　上0ページ 
心　配　こ　と　相　談 �13：00－16車軸別館i福祉係南犠絹繁 ���� 

11 ��火 �定例老人クラブ会長会 �9：30－1老人憩の家 ��福祉係I各地区老人クラブ会長 �� 

中央公民館匡衛生係上知58年1月一3月出生者 ���8ページ 

12 � �水 �一　般　健　康　診　査 �9：0…言0車町公民館匡髄係匡町 ����8ページ 

13 � �木 �一　触　健　康　診　査 � �木守公民館 �保鯛生係）木守 ��8ページ 

14 � �金 �一　般　健　康　診　査 �9：00－15車簑憲 ��保健衛生係 �兜津　　　中一ジ 

15 ��土 �敬　　　　老　　　　会 � 

l　　　　　　　　選　挙　人　名　簿　の　縦　覧　　　　　　　　　－

！　昭和5昨9月2日選挙人名簿に登録する氏名等を託「∴∴＞日時昭和59年9月3日－9月7日　8時30分一17時！

l　誠した蕾面を縦駒こ供します。　　　　　　　　　　　［＞場所∴遼賀町役場総務課窓口　　　　　　　　　　　l


